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全体総括と土木学会北海道支部の今後の役割

北海道大学 松本 高志
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土木学会地震工学委員会

北海道胆振東部地震 被害調査速報会 2018年9月21日

北海道大学 構造デザイン工学研究室

１ 地震の概要（気象庁情報：9 月19 日10:00 現在）

(1) 発生日時
– 平成30 年9 月6 日03:07

(2) 震源及び規模（暫定値）
– 震源地：胆振地方中東部（北緯42.7 度、東経142.0 度）
– 規模：マグニチュード6.7（暫定値）
– 震源の深さ：37km（暫定値）

(3) 各地の震度（震度5 弱以上）
– 震度７ 厚真町
– 震度６強安平町､むかわ町
– 震度６弱札幌市東区、千歳市､日高町､平取町
– 震度５強札幌市清田区､白石区､手稲区､北区､苫小牧市､江別市､三笠市､恵
庭市､長沼町､新ひだか町､新冠町

– 震度５弱札幌市厚別区、豊平区、西区、函館市､室蘭市､岩見沢市､登別市､
伊達市､北広島市､石狩市､新篠津村､南幌町､由仁町､栗山町、白老町
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内閣府：平成３０年北海道胆振東部地震に係る被害状況等について
平成30 年9 月19 日1 0 時0 0 分現在



北海道大学 構造デザイン工学研究室

１ 地震の概要（気象庁情報：9 月19 日10:00 現在）

(4) 地震活動の状況
– 9 月19 日9 時00 分現在、今回の地震発生後、震度１以上を観測する
地震が258 回発生

– （最大震度５弱：1回、震度４：15 回、震度３：29 回、震度２：73 回、震
度１：140 回）
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２ 人的・物的被害の状況（消防庁情報：9 月19 日9:00 現在）

(1) 人的被害
– 死者４１人（札幌市１人、苫小牧市２人、厚真町３６人、むかわ町１人、
新ひだか町１人）

– 重傷８人（札幌市１人、江別市１人、北広島市１人、安平町１人、むか
わ町１人、新冠町１人、帯広市１人、士幌町１人、）

– 軽傷６７１人（三笠市２人、芦別市１人、栗山町１人、由仁町２人、札幌
市２３７人、江別市４人、千歳市１１人、恵庭市３人、北広島市６人、石
狩市１人、室蘭市２人、苫小牧市１６人、伊達市１人、厚真町６１人、安
平町１０人、むかわ町２５５人、日高町２８人、平取町３人、函館市９人、
帯広市１２人、本別町１人、幕別町２人、音更町１人、厚岸町１人、猿払
村１人）
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２ 人的・物的被害の状況（消防庁情報：9 月19 日9:00 現在）

(2) 建物被害
ア）住家被害

– 全壊１３９棟（札幌市４９棟、北広島市１３棟、厚真町４４棟、安平町２７
棟、むかわ町６棟）

– 半壊２４７棟（札幌市１３０棟、北広島市５棟、厚真町３２棟、安平町３６
棟、むかわ町２４棟、日高町２０棟）

– 一部破損１，８２４棟（美唄市２棟、三笠市４棟、由仁町２棟、長沼町１２
棟、札幌市１，４７０棟、北広島市５７棟、千歳市１８棟、室蘭市３１棟、
苫小牧市２２棟、登別市３棟、厚真町３０棟、洞爺湖町１棟、むかわ町１
５棟、日高町１０１棟、平取町３０棟、新ひだか町２６棟）

イ）非住家被害

– １４３棟（札幌市１３棟、厚真町１２９棟、むかわ町１棟）
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２ 人的・物的被害の状況（消防庁情報：9 月19 日9:00 現在）

(3) 重要施設等の被害（消防本部から聴取）
– 室蘭市の石油コンビナート施設（新日鐵住金(株)室蘭製鐵所）で火災１
件発生→１０時２６分鎮火

– 厚真町の火力発電所施設（苫東厚真火力発電所）で火災１件発生→１
０時１５分鎮火
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３ 避難指示等の状況（消防庁情報：9 月19 日9:00 現在）

・避難指示（緊急）

– ２町６９世帯１２３人
– （安平町：６７世帯１１９人、むかわ町：２世帯４人）

・避難勧告

– ２町３２世帯７７人
– （安平町：２０世帯５２人、むかわ町：１２世帯２５人）
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４ 避難所の状況（消防庁情報：9 月18 日15:00 時点）

・開設避難所数 ２２箇所

・実避難者数 ９５８人
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５ その他の状況

(1) ライフラインの状況
ア電力（経済産業省情報：9 月19 日9:00 現在）

– 土砂崩れなどにより立ち入り困難な地域を除き、停電は解消。

– ※土砂崩れのため道路が寸断され、復旧車両の立入が困難な５０戸
についても、可能な限り早期の復旧を目指すとともに、必要に応じポー
タブル発電機の配布を実施。

– ※最大停電戸数：約２９５万戸（６日３：０８時点）
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５ その他の状況

イ 都市ガス等（経済産業省情報：9 月19 日9:30 時点）
– （都市ガス・ＬＰガス・旧簡易ガス・熱供給）
– ○現時点で被害なし。

ウ水道（厚生労働省情報：9 月19 日9:00 現在）
① 【断水状況】

– 北海道内の45 市町村において最大60,685 戸の断水が発生（不明及
び家屋等損壊地域を除く）。これまでに電力の復旧や水道管の復旧等
により、59,973 戸で給水を再開しており、9/19 ９時現在において、２町
で712 戸が断水中。（9/18 07:00 報告比▲271 戸）
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５ その他の状況

②応急復旧の状況

・安平町
– 札幌市、本別町及び足寄町の支援を得て水道管の漏水調査及び復旧工事
を実施中。

– 復旧した地区から、順次、給水開始中。

・厚真町
– 新設したばかりの富里浄水場が土砂災害により破損。直近まで使用していた
新町浄水場について、再稼働の準備と復旧が完了し、11日から再稼働。12
日から水道管の漏水調査及び復旧工事を実施中であり、復旧した地区から、
順次、給水開始中。

– 上厚真浄水場の給水区域においては、10日までに浄水場の復旧を完了し、
小樽市、岩見沢市、札幌市、苫小牧市及び千歳市の支援を得て送水管・配
水管の漏水調査及び復旧工事を実施中であり、復旧した地区から、順次、給
水開始中。
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５ その他の状況

・日高町

– 浄水場の復旧を完了し、一部地域で断水を解消。配水池を経由する地
域について、送水管の漏水調査及び復旧工事を実施し、9/16に全ての
地域において断水が解消。
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５ その他の状況

コ 下水道（国土交通省情報：9 月19 日9:30 現在）
＜処理施設・ポンプ場＞
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５ その他の状況

＜管渠・マンホール＞

■管路破損
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５ その他の状況

■管路閉塞等
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５ その他の状況

(2) 道路（国土交通省情報：9 月19 日9:00 現在）
○高速道路

– 高速道路の被災なし
○直轄国道の被災なし

○道道・政令市道の被災 １１区間

– 北海道 １０区間（土砂崩れ７区間、橋梁損傷２区間、路線損傷１区間）
– 札幌市 １区間（液状化１区間）
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５ その他の状況

(3) 交通機関
○鉄道（国土交通省情報：9 月19 日8:00 現在）
（施設の被害状況等）

– 脱線なし （一部施設被害確認中）
（施設被害等）

– 北海道旅客鉄道日高線勇払～鵡川軌道変位
– 北海道旅客鉄道日高線勇払～浜厚真橋梁桁ずれ
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５ その他の状況
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５ その他の状況

○航空（国土交通省情報：9 月19 日9:30 現在）
■道内全域で停電が発生し、道内空港においては発電機で送電を実施して
いたが、9/7までに全ての空港において商用電源に復旧。
■新千歳空港

– 震度6 弱
– 滑走路異常なし
– 国内線は、9/7 より運航再開、9/9 より通常運航中。
– 国際線は、9/8 より運航再開、同日から通常運航中。
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５ その他の状況

(4) 河川（国土交通省情報：9 月19 日9:30 現在）
＜国管理河川の被害状況＞ 3 水系6 河川32 箇所（全箇所で対策完了）
＜都道府県管理河川の被害状況＞ 4 水系5 河川
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５ その他の状況

(5) 土砂災害（国土交通省情報：9 月19 日9:30 現在）
土砂災害発生状況 57 件（1 道）
ア）土石流等
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５ その他の状況

イ）がけ崩れ
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５ その他の状況

・厚真町内の被害の状況（北海道総務部危機対策課情報による。土砂災害
以外の被害を含む）

– 人的被害：死亡36
– 住家被害：全壊44 半壊32 一部損壊30
– ※上記他、多数の土砂崩れが発生しており、被害状況確認中
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５ その他の状況

(6) 管理ダム（国土交通省情報：9 月19 日9:30 現在）
・国土交通省管理ダム（河川管理施設ダム）

24



北海道大学 構造デザイン工学研究室

５ その他の状況

・利水ダム
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５ その他の状況

(7) 港湾関係（海岸保全施設を含む）（国土交通省情報：9 月19 
日9:30 現在）
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北海道支部の対応

• 8月29日（水）～31日（金） 全国大会
• 9月6日（木） 3時7分 地震発生

• 9月12日（水） 支部調査団結成発表
「土木学会北海道支部・地盤工学会
2018年9月北海道胆振東部地震災害緊急合同調査団」
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北海道支部の対応
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北海道胆振東部地震調査団名簿

役 職 氏 名 所 属 ・ 役 職

団 長 木幡 行宏 室蘭工業大学 教授

副 団 長 今 日出人 北海道大学

地盤部門 石川 達也 北海道大学公共政策大学院 教授

地盤部門 川村 志麻 室蘭工業大学 准教授

地震部門 松本 高志 北海道大学大学院工学研究院 教授

地震部門 蟹江 俊仁 北海道大学大学院工学研究院 教授

洪水･風水害部門 渡邊 康玄 北見工業大学 教授

洪水･風水害部門 川村 里実 寒地土木研究所寒地河川チーム 主任研究員

交通部門 萩原 亨 北海道大学大学院工学研究院 教授

港湾･海岸部門 山本 泰司 北海道科学大学工学部都市環境学科 教授

幹 事 山越 明博 北海道開発局

幹 事 木原 俊哉 北海道

幹 事 茂木 秀則 札幌市
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北海道支部の対応

• 8月29日（水）～31日（金） 全国大会
• 9月6日（木）3時7分 地震発生

• 9月12日（水） 支部調査団結成発表
「土木学会北海道支部・地盤工学会2018年9月北海道胆振東
部地震災害緊急合同調査団」

• 9月14日（金） 調査団先遣隊
• 10月 全体的な調査団を派遣予定
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ご清聴をありがとうございました．

平成30年北海道胆振東部地震により、お亡くなりになられた方々に
心よりお悔やみを申し上げますとともに、被災された皆さまに心より

お見舞い申し上げます。
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